
 

Kazuki Hiramine

Qualify 1 織戸学 P10 Time 1`26.723 Qualify 2 平峰一貴 P5 Time 1`26.244 

織戸選手がトラフィックも多く、難しいコンディションの中で Q1 を 10 番手で通過。 

そして自身は Q2 を担当する事になり、最高のアタックが出来るよう集中を高めて挑みました。アタックラ

ップの周に T 7 で若干タイムロスしてしまいましたが、5 番手をマーク。その後、直ぐに赤旗が出てしまい

再アタッ クはせずタイヤ温存に徹しました。決勝に向けて 5 番手と良い位置からのスタートなので、とても

決勝が待ち遠しいです。どういうストラテジーを取るか、チームそして織戸選手ときっちりミーティングを

行いました。 

Race Finished P19 

スタートを担当したのは織戸選手。フォーメーションラップから GT500 クラスによるトラブルが多発して、

誰もが驚いている中、チームは何が起こっても対処出来る様に常に冷静を保っていました。そして決勝がス

タートし、僅か数周でトラブルが発生し織戸選手はピットイン。「開幕戦から何故！？」という気持ちでした。

とても歯がゆい気持ちだったが、次戦へ向けてのデータ取りを進め、最後まで自身の仕事をやり通す事に気

持ちを切り替えてました。 

 

Summery 

開幕戦から誰も想像していなかったトラブルに見舞われ、非常に悔しい思いをしました。 

しかし、下を向いてる暇はないですし、次戦に向けて気持ちを切り替え自分に何が出来るかを考えて準備を

進めて行きます。開幕戦から沢山の応援を有難うございます！ 

次戦も全力で戦いますので、88 号車の応援宜しくお願い致します！ 

Date : 2017 年 4 月 9 日 Event : Super GT Round 1 Team : JLOC Class : 300 Class 

Driver : Dr1 織戸学 Dr2 平峰一貴 Car : Lamborguhini Huracan GT3 Circuit : Okayama International 

Race Report 



 


